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浜風会活動計画から（詳細は平成１４年度浜風会活動計画をご参照下さい） 

・例会：毎月第１、３木曜日の１９時 30 分～２１時３０分／篠原公民館、小会議室 

・本年度のテーマ： 

１． 浜松市合併(昭和３６年)までの地区変遷の踏査発掘 

２． 会員又はグループ毎の研究発表 

３． 浜風会会報の発行 

・山下孝先生ご案内のバス旅行（遠鉄バンビツアー） 

 日時：１２月７日（土）～８日（日） 

 目的地：石清水八幡宮／松花堂／大阪万博跡国立民族博物館 

・山下孝先生の特別講座 

 日時：１２月１２日（木）１９時～２１時／場所：篠原公民館 

 テーマ：『ビルマの竪琴』 

 

 

 

 

 

  
浜
風
会
で
は
こ
の
程
、
会
報
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
ず
そ
こ
に
至
っ
た
経
過
と
、

そ
の
目
指
す
こ
と
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
。 

 

一
．
浜
風
会
の
生
い
立
ち
と
会
報
発
刊 

 

浜
風
会
は
平
成
元
年
、
わ
が
ま
ち
文
化
誌

『
浜
風
と
街
道
』
の
発
刊
に
尽
力
し
た
人

達
が
集
ま
っ
て
、
故
郷
の
歴
史
を
掘
り
起

こ
し
、
子
供
達
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ

う
と
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
来
下
表

の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
、
こ
こ
ま
で
次

の
よ
う
な
成
果
を
発
信
し
て
参
り
ま
し
た
。 

・
『
篠
原
村
誌
』
の
復
刻 

・
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
の
設
置
と
運
営 

・
『
ふ
る
さ
と
資
料
室
展
示
品
目
録
』 

・
『
私
の
戦
争
体
験
』 

・
『
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
ギ
マ
ッ
プ
』
作
成 

・
『
篠
原
村
誌
続
編
』
の
発
刊 

・
そ
の
他
、
毎
年
行
わ
れ
る
公
民
館
祭
へ
の
出
展
等 

  

今
後
更
に
会
員
の
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
表

し
、
会
員
相
互
の
研
鑽
と
地
域
の
皆
様
に
も
参
考
に

な
れ
ば
と
、
こ
の
よ
う
な
冊
子
を
発
刊
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

二
．
会
報
発
刊
の
目
指
す
も
の
（
編
集
方
針
） 

１
．
会
員
へ
の
情
報
伝
達
・
連
絡 

２
．
会
員
相
互
の
研
修
を
深
め
資
質
の
向
上 

３
．
郷
土
歴
史
や
文
化
の
掘
起
し
と
伝
承 

４
．
郷
土
を
育
み
地
域
の
発
展
に
寄
与 

５
．
親
し
み
易
く
平
易
で
解
り
や
す
い 

 三
．
記
事
の
内
容 

１
．
年
間
計
画 

２
．
活
動
の
経
過
報
告 

３
．
郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
も
の 

４
．
研
究
・
調
査
内
容
の
概
要 

５
．
研
修
旅
行
、
見
学
等
の
記
録 

６
．
そ
の
他
（
声
、
意
見
等
） 

 
四
．
そ
の
他 

 
 

 
１
．
発
刊
頻
度
は
年
二
回
（
七
月
、
一
月
） 

 
 

 

２
．
印
刷
部
数 

百
～
二
百
部 

 
 

 

３
．
無
料
配
布 

 

経
費
は
会
費
よ
り
支
出 

 
 

 

４
．
第
一
回
の
発
刊
に
つ
い
て 

 

● 

会
報
発
行
に
つ
い
て 

 

● 

年
間
計
画 

 

● 

会
員
研
究
「
美
人
塚
に
つ
い
て
」 

● 

篠
原
の
知
識
「
鈴
木
姓
」
に
つ
い
て 

● 

今
後
の
様
式
を
決
め
る
試
行
の
意
味 

● 

発
行
予
定
日 

八
月
一
日 
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自治会名簿（平成１３年度より） 

 

  

右
の
表
の
よ
う
に
、
篠
原
に
は
鈴
木
姓
が
極
め
て

多
い
。
そ
の
理
由
を
探
っ
て
み
た
。 

 

其
の
一 

元
祖
由
来
秘
書 

 

篠
原
東
の
鈴
木
六
郎
右
衛
門
（
琢
磨
様
）
と
保
泉

寺
に
は
、
鈴
木
姓
の
「
元
祖
由
来
秘
書
」
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。 

 

今
か
ら
８
百
年
程
前
の
鎌
倉
時
代
。
紀
州
名
草
郡

藤
白
村
に
鈴
木
三
郎
重
家
と
義
弟
の
亀
井
六
郎
猶
真

が
い
た
。
主
君
源
義
経
が
、
兄
頼
朝
に
追
わ
れ
奥
州

平
泉
（
岩
手
県
）
に
逃
れ
た
が
戦
い
に
な
っ
た
。
こ

れ
を
知
っ
た
重
家
兄
弟
は
、
紀
州
か
ら
平
泉
に
馳
せ

参
じ
た
が
、
そ
の
ま
ま
消
息
を
絶
っ
た
。
紀
州
に
残

さ
れ
た
重
家
の
妻
は
、
夫
の
身
を
案
じ
て
一
人
息
子

の
宮
太
郎
と
下
僕
を
連
れ
て
奥
州
へ
と
旅
立
っ
た
。

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
宮
太
郎
が
七
才
の
時
で
あ

っ
た
。 

 

旅
を
重
ね
て
遠
江
国
橋
本(

新
居
町
橋
本)

へ
着
い

た
時
、
鎌
倉
か
ら
京
都
へ
向
か
う
飛
脚
に
会
い
、
主

君
義
経
は
戦
い
に
敗
れ
行
方
知
れ
ず
、
家
中
の
者
は

全
員
切
腹
と
知
ら
さ
れ
た
。
途
方
に
暮
れ
た
妻
は
半

狂
乱
の
よ
う
に
な
っ
た
が
、
幼
い
宮
太
郎
の
将
来
を

思
い
、
心
を
奮
い
起
こ
し
て
髪
を
剃
り
、

宮
太
郎
の
武
運
長
久
の
願
を
か
け
、
疋

田
の
観
音
堂
に
十
七
日
間
籠
も
っ
た
。

満
願
の
日
、
観
音
様
の
お
引
合
せ
か
、

里
の
百
姓
後
藤
左
権
太
と
出
会
っ
た
。

彼
は
母
子
の
身
の
上
に
同
情
し
、
二
人

を
我
が
家
に
迎
え
入
れ
た
。 

 

時
は
流
れ
、
橋
本
に
住
ん
で
二
十
年
。
宮
太
郎
二

十
六
才
の
春
、
佐
権
太
の
孫
娘
を
妻
に
迎
え
、
新
宅

を
永
里
郷
（
弁
天
島
北
）
に
建
て
、
名
も
鈴
木
喜
内

左
衛
門
重
信
と
改
め
た
。
こ
の
人
が
篠
原
鈴
木
姓
の

元
祖
な
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
子
孫
は
増
え
永
里
郷
は
栄
え
た
。
や
が
て
重

信
の
後
裔
鈴
木
喜
六
郎
重
尚
は
、
応
永
十
九
年
（
一

四
一
二
）
篠
原
の
地
に
移
り
住
み
、
土
地
を
開
墾
し

た
。
そ
ら
か
ら
八
十
年
程
後
の
明
応
・
永
正
の
二
度

の
大
地
震
、
大
津
波
に
よ
り
永
里
郷
は
水
没
。
助
か

っ
た
人
々
も
篠
原
の
地
に
逃
れ
住
ん
だ
。
こ
う
し
て

篠
原
の
鈴
木
姓
は
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。 

 

其
の
二
『
静
岡
県
の
苗
字
』
渡
辺
三
義
著
他
よ
り 

 

鈴
木
姓
の
発
祥
は
紀
伊
国
熊
野
と
い
い
、
物
部
氏

族
で
あ
る
穂
積
氏
の
後
裔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

伝
説
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、
孝
昭
天
皇
の
時
、
紀

伊
の
山
奥
千
尾
峠
で
漢
司
符
将
軍
の
嫡
男
真
俊
が
、

榎
の
本
に
権
現
を
勧
請
し
て
榎
本
姓
を
賜
っ
た
。
弟

の
次
男
基
成
は
、
猪
子
と
餬
餅
を
捧
げ
て
丸
子
姓
を

賜
り
、
三
男
基
行
は
御
秣
と
し
て
稲
穂
を
捧

げ
て
穂
積
姓
を
賜
っ
た
。
熊
野
地
方
で
は
稲

穂
を
積
ん
だ
穂
積
を
ス
ズ
キ
と
呼
ぶ
の
で
、

鈴
木
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。 

「
鈴
木
家
譜
」
に
は
、
初
代
基
行
よ
り
二
十

余
世
を
経
て
鈴
木
判
官
真
勝
が
あ
り
、
そ
の

末
裔
の
重
包
は
熊
野
八
庄
司
の
魁
と
な
り
、
そ
の
後

裔
重
邦
は
源
為
義
に
従
い
、
そ
の
子
を
重
倫
、
そ
の

子
が
鈴
木
三
郎
重
家
、
弟
を
亀
井
六
郎
重
清
と
い
う
。

兄
弟
は
源
義
経
の
郎
党
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
し
か

し
そ
の
発
祥
に
は
他
説
が
な
い
で
も
な
い
。 

 

熊
野
発
祥
の
鈴
木
姓
が
、
全
国
に
繁
延
し
た
の
は
、

熊
野
神
が
各
地
に
勧
請
さ
れ
、
熊
野
信
仰
布
教
の
た

め
、
鈴
木
姓
の
御
師
ら
が
随
従
し
て
、
各
地
に
移
住

し
た
か
ら
と
い
う
。
な
お
、
熊
野
神
宮
も
代
々
鈴
木

氏
の
一
族
が
務
め
て
き
て
い
る
と
い
う
。 

自治会名 世帯数 
鈴木姓

世帯 

鈴木姓 

比率 

篠原東 1,225 365 29.8％ 

篠原西 1,023 532 52.0% 

篠原団地 132 17 12.9% 

坪井 606 50 8.3% 

馬郡 682 69 10.1% 

駅前 331 29 8.8% 

計 3,999 1,062 26.6% 
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も
う
一
つ
の
要
因
は
、
熊
野
水
軍
に
あ
る
と
い
う
。

水
軍
は
鈴
木
姓
が
多
く
、
海
を
利
用
し
て
行
動
し
た
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
太
平
洋
岸
に
多
く
分
布

し
て
い
る
。
本
県
で
も
伊
豆
や
沼
津
他
沿
岸
各
地
に

先
祖
は
熊
野
か
ら
来
た
と
い
う
鈴
木
姓
が
多
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
考
察
し
て
、
前
述
の
鈴
木
姓
の

発
祥
は
熊
野
と
い
う
説
と
、
篠
原
に
伝
わ
る
「
元
祖

由
来
秘
書
」
と
は
似
通
っ
て
い
る
。
筆
者
が
篠
小
時

代
（
昭
和
八
年
入
学
）
で
は
、
お
互
い
同
士
、
先
生

も
「
寅
男
」「
昭
一
」
と
名
を
呼
び
合
っ
た
。
卒
業
生

名
簿
を
見
る
と
男
子
二
組
で
一
〇
八
名
中
、
鈴
木
が

四
十
一
名
も
い
た
。
篠
原
鈴
木
の
祖
先
は
熊
野
か
ら

来
た
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。 

 

 

 

郷
土
誌
「
浜
風
と
街
道
」
の
伝
説
ペ
ー
ジ
に
「
美

人
塚
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
篠
原
の
代
表

的
な
伝
説
で
あ
る
。
先
ず
そ
れ
を
引
用
す
る
。 

 

美
人
塚 

 

篠
原
町
か
ら
志
都
呂
へ
の
道
筋
に
興
福
寺
と
い
う

お
寺
が
あ
り
ま
す
。
木
立
に
囲
ま
れ
た
一
隅
に
塚
が

あ
り
、
近
所
の
人
々
か
ら
美
人
塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。 

 

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
春
、
長
里
橋
の
茶
屋

で
大
垣
藩
士
秋
岡
伴
春
が
、
茶
を
飲
み
な
が
ら
街
道

の
風
景
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、

村
の
娘
が
通
り
か
か
り
、
行
き
交
わ
し
た
老
僧
に
挨

拶
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
の
ゆ
か
し
さ
、
笑
顔
の
美
し

さ
に
心
ひ
か
れ
、
こ
の
娘
こ
そ
我
妻
に
と
、
先
程
の

老
僧
を
訪
ね
ま
し
た
。
艱
山
和
尚
は
彼
の
熱
心
さ
に

感
じ
入
り
、
そ
の
こ
と
を
父
親
に
話
し
た
と
こ
ろ
「
娘

に
依
存
な
く
ば
」
と
い
う
こ
と
で
、
娘
小
藤
に
話
し

承
諾
し
た
の
で
、
大
垣
に
移
り
秋

岡
家
の
人
と
な
り
ま
し
た
。
小
藤

は
夫
や
両
親
に
よ
く
仕
え
、
ほ
ど

な
く
一
子
静
丸
を
生
み
ま
し
た
。

五
年
後
伴
春
が
病
気
で
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

後
一
年
程
過
ぎ
た
頃
、
夫
の
両
親

よ
り
「
弟
の
嫁
に
な
っ
て
く
れ
ぬ

か
」
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、「
私

の
夫
は
伴
春
の
み
で
す
」
と
厳
と

し
て
断
り
、
静
丸
を
連
れ
て
篠
原

村
の
実
家
に
帰
り
ま
し
た
。
亡
父
の
菩
薩
を
弔
わ
せ

る
た
め
、
静
丸
を
出
家
さ
せ
石
源
と
名
乗
り
、
磐
田

の
千
寿
寺
の
和
尚
と
な
り
ま
し
た
。「
こ
れ
で
私
の
成

す
べ
き
こ
と
は
終
わ
っ
た
」
と
彼
女
は
、
寛
永
五
年

の
春
、
自
ら
墓
穴
を
掘
り
「
皆
様
さ
ら
ば
」
と
虚
空

蔵
菩
薩
を
念
じ
、
自
ら
の
手
で
生
き
埋
め
と
な
り
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
土
地
の
人
々
は
「
夫
思
い
」「
親

を
思
い
」
「
子
を
思
う
」
心
を
後
世
ま
で
残
そ
う
と
、

塚
を
建
て
て
供
養
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
そ
の
後
の
会
員
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。 

 

そ
の
文
中
の
一
節
に
「
静
丸
を
出
家
さ
せ
石
源
と

名
乗
り
磐
田
の
千
寿
寺
の
和
尚
と
な
り
ま
し
た
」
と

あ
る
。
磐
田
に
は
千
手
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
る
の
で
、

尋
ね
て
み
た
。
平
成
十
年
一
月
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

資
料
と
し
て
「
美
人
塚
」
の
全
文

を
写
し
て
お
渡
し
し
、
調
査
を
お
願

い
し
た
。
古
い
由
緒
あ
る
お
寺
ら
し

く
歴
代
住
職
の
位
牌
も
多
く
、
日
頃

は
奥
ま
っ
た
場
所
に
整
理
し
さ
れ

て
い
る
ら
し
く
、
直
ぐ
に
と
は
い
か

な
か
っ
た
が
、
二
月
に
な
っ
て
石
源

和
尚
の
位
牌
が
確
認
さ
れ
た
と
次

の
書
面
を
い
た
だ
い
た
。 

 

『
前
略
、
過
日
ご
依
頼
さ
れ
ま
し

た
件
に
つ
き
ま
し
て
、
数
少
な
い
資

料
よ
り
調
べ
て
み
た
。
当
山
五
代
（
妙
心
寺
派
と
し

て
は
第
二
代
と
な
り
ま
す
）
位
牌
に
は
「
妙
心
準
東

堂
当
山
中
興
石
源
祚
和
尚
大
禅
師
」
と
あ
り
ま
す
。

何
ら
か
の
形
で
お
寺
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
人
物
だ

と
思
い
ま
す
。
返
事
が
遅
く
な
り
ま
し
た
上
、
何
分

古
い
資
料
が
何
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
説
明
も
不
十

分
で
あ
り
ま
す
こ
と
ご
免
謝
下
さ
い
。
』
千
手
寺
（
原

文
の
ま
ま
） 
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程
経
て
お
礼
方
々
、
位
牌
を
拝
見
す
る
た
め
、
再

度
千
手
寺
を
訪
ね
、
位
牌
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
き
た
。

こ
れ
を
契
機
に
し
て
関
連
し
た
事
柄
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

１
．『
美
人
塚
』
の
文
中
に
「
秋
岡
伴
春
」
は
大
垣
の

人
と
あ
る
の
で
、
実
在
の
人
物
か
ど
う
か
大
垣
市
立

図
書
館
へ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ

っ
た
。「
元
和
元
年
を
手
が
か
り
に
、
初
代
氏
鉄
公
時

代
の
藩
士
を
中
心
に
調
査
し
た
が
、
秋
岡
姓
を
見
出

す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
」
こ
れ
は
私
の
推
量
で
あ

る
が
、
世
は
徳
川
の
時
代
に
な
り
、
不
遇
の
ま
ま
、

秋
岡
家
は
世
に
出
る
こ
と
も
な
く
終
わ
っ
た
。
特
に

「
伴
春
」
の
早
逝
は
大
き
な
打
撃
だ
っ
た
と
思
う
。 

２
．「
石
源
」
は
福
寿
庵
で
得
度
―
出
家
し
た
ー
（
興

福
寺
住
職
談
） 

３
．
福
寿
庵
は
善
養
寺
と
合
併
。
今
の
篠
原
寺
と
な

っ
た
。 

４
．
千
手
寺
は
開
創
当
時
は
真
言
宗
だ
っ
た
の
が
、

途
中
か
ら
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め

石
源
和
尚
は
初
代
か
ら
だ
と
五
代
目
に
な
る
が
、
妙

心
寺
派
と
し
て
は
二
代
目
に
な
る
。 

５
．
興
福
寺
本
堂
向
か
っ
て
左
奥
に
「
美
人
塚
」
が

あ
る
の
で
皆
さ
ん
も
お
参
り
し
て
み
て
下
さ
い
。 

（
現
在
本
堂
建
築
中
に
つ
き
、
墓
地
内
奥
に
移
設
中
） 

６
．
美
人
塚
の
裏
側
に
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
る
。 

 

寛
永
五
年
戊
辰
四
月
朔
日(

一
日)

藤
園
妙
花
信
女 

 
 

 
祈
念
請
願
自
掘
自
葬 

烈
婦
小
藤
芳
紀
二
十
二 

７
．
篠
原
小
学
校
沿
い
の
道
路
（
南
北
）
の
東
側
に

屋
号
で
「
山
文
」
と
い
う
お
宅
が
あ
る
。
こ
こ
が
小

藤
の
生
家
で
あ
る
。
当
家
仏
壇
に
は
「
藤
園
妙
花
信

女
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

８
．「
悲
願
の
犠 

伝
説
美
人
塚
、
大
塚
文
雄
作
歌
」

こ
れ
は
物
語
の
詳
細
を
七
五
調
で
歌
っ
た
も
の
で
、

後
世
に
伝
え
る
に
相
応
し
い
力
作
で
あ
る
。
（
後
述
）

９
．
興
福
寺
歴
代
住
職
の
中
に
、
次
の
お
名
前
が
あ

っ
た
。
「
前
住
實
相
當
山
中
興(

第
二
世)
養
山
西
堂
和

尚
禅
師
」 

 
 

 
 

 

萬
治
元
年
七
月
五
日(

一
六
五
八
年) 

  

 

悲
願
の
犠 

美
人
塚 

 
 

大
塚
文
雄 

作
詞 

 
 

興
福
寺
第
十
八
世
住
職
（
俊
雄
和
尚
尊
父
） 

或
は
世
の
為
人
の
為 

 
 

 
 

命
捨
て
た
る
人
も
あ
り 

 
 

婦
道
の
鑑
と
仰
が
る
る 

 
 

 

烈
婦
美
談
は

数
あ
れ
ど 

所
は
遠
州
浜
松
在 

 
 

 
 

篠
原
村
の
海
蔵
院 

 
 

 
 

 

美
人
塚
の
物
語 

 
 

 
 

 
 

奏
で
て
共
に

讃
美
せ
ん 

元
和
九
年
の
頃
か
と
よ 

 
 

一
人
旅
な
る
美
丈
夫
は 

 
 

大
垣
藩
士
の
秋
岡
で 

 
 

 
 

ま
だ
部
屋
住

ま
い
の
人
な
れ
ど 

剣
を
と
っ
て
は
豪
の
者 

修
行
の
旅
の
道
す
が
ら 

 

長
里
橋
の
西
茶
屋
に 

 
 

足
の
疲
れ
を
休
め
ん
と 

團
子
片
手
に
茶
を
す
す
り 

憩
い
居
り
け
る
時
も
時 

年
は
二
八
か
二
九
か
ら
ぬ 

美
人
小
藤
は
野
良
帰
り 

養
山
禅
師
と
行
き
違
い 

会
釈
を
な
せ
る
そ
の
様
の 

實
に
も
貴
き
見
え
け
れ
ば 

一
目
見
初
め
し
秋
岡
が 

如
何
な
る
僧
と
女
か
と 

感
に
堪
え
つ
つ
問
ひ
け
れ
ば 

茶
屋
の
亭
主
の
答
ふ
様 

役
な
る
僧
の
父
上
は 

大
阪
方
に
恩
顧
あ
る 

 

剣
法
達
者
の
人
の
由 

 
 

禅
師
も
父
に
従
い
て 

 
 

剣
と
学
と
を
修
め
し
が 

仇
徳
川
の
世
と
な
り
て 

知
行
受
く
る
も
お
ぞ
ま
し
く 

主
家
の
末
路
を
悲
し
み
て 

（
以
下
続
く
が
略
） 


